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研究成果の概要（和文）：学習環境の異なる様々な大学環境において同一の英語ｅラーニングシ

ステムを用い、ラーニングマネジメント違いがどのように学習者や学習パフォーマンスに影響

するかについて研究を行った結果、マネジメントが学習者の情意面にある程度影響を及ぼして

いる可能性があることが明らかとなった。情意面の変化と実際の学習履歴との関係については、

マネジメントの強い大学ほど情意面が影響する余地が少なく、コンスタントな学習がみられる

傾向があり、マネジメントの強くない大学では、情意面の違いが消化率に影響し、やる気の高

低に関係なく、学習期間終了間際に駆け込み消化の傾向がみられることが分かった。これらの

分析の結果、学習期間中の細かい学習締め切りの設定、復習テスト実施の有無、週１回の対面

授業の有無などが、ラーニングマネジメントの重要なポイントであることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：With the use of the same English e-learning system in various 
university settings, how difference in learning management affects students and their 
study performance was investigated. As a result, it was found that learning management 
may have affected students’ affective reactions to their study to some extent. As for the 
relationship between students’ affective responses and study performance, in stricter 
learning management settings, students’ affective responses affected their study 
performance to a lesser extent, and a relatively constant and continuous study was 
observed. In contrast, in less strict learning management settings, students’ task 
completion rates were considerably influenced by their affective responses, and last-minute 
cramming was frequently observed, irrespective of their level of motivation. It was also 
discovered that setting frequent deadlines for task completion, giving review test in regular 
intervals, and having weekly face-to-face class meetings are important factors influencing 
the successful learning management. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請代表者が勤務する広島市立大学にお
いて、Intensive English Training on the Web
（以下、IETW）を開発及び実施して 11 年に
なる。IETW とは、コンピュータネットワーク
を通じてリーディング、リスニング、ライテ
ィング、スピーキング、そして文法問題を大
量に学習するという集中英語学習プログラ
ムである。IETWの受講者は、約 8週間、月曜
日から金曜日までの毎日約 1時間半コンピュ
ータの前で学習し、受講前後に受験する
TOEIC で自身の英語力の向上を確かめる。そ
の結果、例えば広島市立大学国際学部学生の
場合、受講前 TOEIC スコア平均約 450点から
8 週間の受講で平均 80 点ほど向上し、英語に
それほど関心のない情報科学部・芸術学部で
も 50 点ほどの伸びをみせる。 
 申請代表者は、平成 18 年度科学研究費補
助金「多様な大学環境における英語 eラーニ
ングの効果とラーニングマネジメントの研
究」において、九州大学、広島大学などと同
一の英語 eラーニングシステムを用いて、そ
の効果について研究を行ってきた。広島市立
大学では、学習は学生の自主的な管理にまか
せる自学習型を採用しており、九州大学など
では自学習に加えて週に１度教師との対面
授業を交えるブレンディング型を採用して
いたが、いずれにおいても、それぞれ効果が
みられた学生とそうでない学生が混じると
いう結果であった（外国語教育メディア学会
第 47 回全国研究大会発表）。 
 しかし、自学習型、ブレンディング型を問
わず、IETW では、成績が向上している学習者
の特徴として、「学習量が多いこと」「コンス
タントに学習を行っていること」、そして「ま
じめに学習していること」がみられた。逆に
言えば、向上しない学習者については、学習
量をこなしておらず、そしてコンスタントに
学習せず締め切り間際の駆け込み消化が多
いことから、英文をしっかり読まないあるい
は音声をしっかり聞いていないなどの不真
面目な消化が指摘できたのである。 
 eラーニングの最大の利点は、「いつでもど
こでも」学習できることである。しかし、そ
の利点は往々にして「先延ばしで結局やらな
い」につながることが多い。IETWを用い申請
者らが行ってきた研究においても、学習者自
身が学習をいかにコントロールしているか、
つまり学習の「継続性」「量」そして「質」
をいかに確保しているかが学習の成否を分
けていることが明らかになってきた。時間と
場所を選ばず学習できる非同期的な eラーニ
ングでは、その便利さの裏返しとして、いか
に学習を継続するか、学習量をこなすか、そ
して真剣な学習を行うか、このようなことが
ほとんど学習者自身にゆだねられており、こ

の「自身の学習をコントロールする」ことが、
多くの学習者にとって大変難しい。 
 現在、e ラーニングが教育分野に多く導入
されているが、特に外国語学習のように教師
が手取り足取り教育するだけでなく、その知
識が瞬時に利用できるよう自動化していく
よう処理能力を高める点で、e ラーニングの
利用価値は特に高い。したがって、上で指摘
したように、「学習の継続性、量そして質」
をいかに確保するかということが重要課題
となる。さらに言えば、学習者自身のコント
ロールが困難な中で、学習者それぞれの学習
を、教師（管理者）がいかにサポートしてい
くかという、いわゆるラーニング・マネージ
メントのあり方が eラーニングの成否を分け
ることになるのである。 
 このような問題意識から、英語 eラーニン
グの「継続性」「量」「質」を向上させるため
の、ラーニング・マネジメントのあり方を明
らかにすることを目的とした本研究を行う
こととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、英語 eラーニングの「継
続性」「量」「質」を向上させるための、ラー
ニング・マネジメントのあり方を明らかにす
ることであった。具体的には、学習環境や英
語力また英語に対する関心などが異なる学
習者に対し、いかに「継続性」「量」「質」を
向上させることができるか、学習期限の細か
な設定、期限の過ぎた教材の無効化、既習教
材に基づいた小テストの実施や成績評価と
の連動、また週 1度の対面授業（ブレンディ
ング型の場合）のあり方の検討など、さまざ
まなマネジメントとサポートの有効性につ
いて実証実験を試みることであった。 
 同時に上記の研究を遂行するに際して、本
研究は eラーニングにとって非常に重要なこ
とにも取り組む。つまり、eラーニングの「継
続性」「質」と「量」をどのように定義し計
測するかということを明らかにすることも
目的とした。「継続性」とは学習と学習の間
隔を示すとして、その適当な間隔とはどのよ
うなものか、e ラーニングの「質」とはどの
ようなものか、例えばリーディング学習で言
えば学習者個々の学力に合致した読み効率
の達成率となるのか、また英語力を向上させ
るには「質」を伴った学習がどれほど「量」
的に必要となるのかなど、今後の英語 eラー
ニングの研究を進めるにあたって前提とな
る重要な課題も明らかにすることも目的の
一部であった。 
 同一の e ラーニングシステムを用いても、
学習者、学習環境により実施方法はさまざま
である。本研究では、広島市立大学、九州大
学、名古屋大学、立命館大学、松山大学そし



て修道大学と国公私立大学７校において、大
学全体あるいは学部全体で同一の eラーニン
グを用い、関心・動機、学習環境、英語力の
違いなどを超えて、学習の「継続性」「質」
と「量」を向上させる効果的なラーニング・
マネジメントのあり方を研究することが最
終的な目的であった。 
 
３．研究の方法 
平成 21年度：( 
・英語ｅラーニング学習の「継続性」「量」「質」
に影響する可能性のある要素を探ることを
目的とした、ｅラーニング実施形態について
の調査の実施するためのアンケートの作成 
・英語学習に対する興味・関心、学習信条、
学習スタイルなど、学習の「継続性」「量」「質」
に影響する可能性のある学習者側の要素を
探ることを目的とした、学習者特性について
の調査ためのアンケートの作成 
平成 22年度： 
・学習の「継続性」、「量」、「質」に影響する
と考えられる学習者の情意面に焦点を当て
たアンケート調査を事前、中間、事後で実施 
・アンケート結果の分析 
平成 23年度： 
・平成 21年度に実施した学習者アンケート
の再度実施 
・アンケート結果の分析 
 
４．研究成果 
 平成 21年度はまず、英語ｅラーニング学
習の「継続性」「量」「質」に影響する可能性
のある要素を探ることを目的とした、ｅラー
ニング実施形態についての調査に着手した。
当初は、今回の科研に参加している大学のみ
を対象にした調査を予定していたが、同じ英
語ｅラーニングシステムを使用している大
学が他にいくつもあることから、調査対象を
広げ、より大規模な調査とすることにした。
それにより、アンケートの内容をより精緻化
することが必要となったため、広島修道大学
と広島市立大学のメンバーが中心となり、ア
ンケート案を作成し、それを２回の科研全体
会議の議論を通じて修正、完成させた。 
 次に、英語学習に対する興味・関心、学習
信条、学習スタイルなど、学習の「継続性」
「量」「質」に影響する可能性のある学習者
側の要素を探ることを目的とした、学習者特
性についての調査にも着手した。この調査に
ついては、松山大学と広島市立大学のメンバ
ーが中心となり、受講前、受講中、受講後の
３種類のアンケート案を作成し、同じく２回
の科研全体会議を通じて修正、完成させた。  
 平成 22 年度は、平成 21 年度に作成した、
学習者の英語学習に対する興味・関心、学習
信条、学習スタイルなど、学習の「継続性」、
「量」、「質」に影響すると思われる学習者側

の要素を探ることを目的としたアンケート
調査を、本科研メンバー大学の学生及び科研
メンバー大学と同じ英語ｅラーニングシス
テムを利用している大学の学習者を対象に
実施した。調査は、受講前（4月）、受講中（5
〜6月）、受講後（7 月）の３回行い、データ
を収集した。アンケート結果のデータは、松
山大学と広島市立大学のメンバーが中心に
なって分析し、分析結果の一部は、平成 22
年 8月 5日に横浜で開催された外国語教育メ
ディア学会（LET）50周年記念全国大会の公
募シンポジウムにおいて、「多様な大学環境
における英語ｅラーニングの効果について—
教材消化率、学習時間、不適切学習発生率に
着目して—」と題して報告した。 
 平成 23年度は、平成 22年度にも実施した、
学習の「継続性」、「量」、「質」に影響すると
考えられる学習者の情意面に焦点を当てた
アンケート調査を事前、中間、事後で再度実
施し、各大学における度数や平均値の変化を
より詳細に分析した。その中で、事前→中間、
中間→事後での各学習者の回答変化をみる
ことにより、情意面がどのように変化するか
を分析するとともに、情意面の変化と各大学
のラーニングマネジメントとの関係および
実際の学習履歴との関係を検討した。その結
果、マネジメントが学習者の情意面にある程
度影響を及ぼしている可能性があることが
明らかとなり、特に、「学習進度」について
は、マネジメントが強い大学ほど、学習者自
身の進捗状況に好印象を持ち、マネジメント
が強くない大学では、自身の進捗状況に不全
感を感じる傾向があることが分かった。情意
面の変化と実際の学習履歴との関係につい
ては、マネジメントの強い大学ほど情意面が
影響する余地が少なく、コンスタントな学習
がみられる傾向があり、マネジメントの強く
ない大学では、情意面の違いが消化率に影響
し、やる気の高低に関係なく、学習期間終了
間際に駆け込み消化の傾向がみられること
が分かった。これらの分析の結果、学習期間
中の細かい学習締め切りの設定、復習テスト
実施の有無、週１回の対面授業の有無などが、
ラーニングマネジメントの重要なポイント
であることが明らかになった。 
 これらの研究成果については、平成 23年 8
月 7日に名古屋学院大学で開催された外国語
教育メディア学会（LET）第 51 回全国研究大
会の公募シンポジウムにおいて、「多様な大
学環境における英語ｅラーニング—学習者ア
ンケートからみえてくるもの—」と題した研
究発表を行った。 
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